
 

 

 

 

 

 

「点数」の前に大事な力 
  

本校の学校教育目標は『生きる力の育成』です。入学式では「孤立じゃなく本当の自立をして

ほしい」という話をしました。始業式では「ルールとマナー」について生徒のみなさんに問いか

け、３年生の学年集会では「中学校最大の行事は進路選択だ」と言いました。すべて「将来より

よく生きるための手段として学校が存在する」という大前提に基づいています。そしてその土台

として以下の３つを一丘中学校では掲げています。 

 

  ・確かな学力         ・豊かな心         ・健やかな体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 とくに「豊かな心」や「健やかな体」は、どれだけ備わったかということを点数で表すことは

できません。令和４年度、一丘中学校ではこの「点数で表すことができないけれども『生きる力』

をつけるために必要な能力」を「非認知能力」と呼ぶということを生徒のみなさんと確認しあっ

て授業がスタートしました。 

 

・授業が始まる前に今日は何について学ぶかちゃんと意識できていた。 

・今日の授業では、わかりにくかったところを周りの友人に自分から聞くことができた。「ありが

とう」って言えた。 

・今日は友人のAが休んでいたので、授業の内容が Aにわかりやすいようにノートを作って届け

よう。 

 

 これらは全部「非認知能力」ですよね。「主体的に学びに向かう力」も言い換えれば「非認知能

力」のことでしょう。 

元気、笑顔、思いやりにあふれ、マナーが良く地域に愛され、「生きる力」がしっかり備わって

いくと結局はそれが「見える学力（点数）」につながっていくのだと思います。点数の前に「非認

知能力」を高めて「生きる力」を。一丘中学校の今年度のテーマです。すてきな学校をみんなで

創りましょう。 
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